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1ABSTRACT
The author believes that community-based participatory-type services are a 
more important part of social welfare programs in Japan than has so far been 
discussed. 
　This paper examines the history of participatory-type services. Discussions of 
the history of participatory-type services in conventional research tend to focus 
on the period since the second half of the 1980s. However, I believe that the role 
of participatory-type services predates this period, and that the role played by 
such services in domestic welfare policy is historically deep-rooted. 
　The purpose of this paper is to shed light on the historical changes in such 
participatory type services up to the present day. 
　Historical changes in participatory-type services are classified according 
to four periods of development （potential, emergence, establishment, and 






― 4 区分の形成過程による検討 ―
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２．住民参加型在宅福祉サービスの潜在期（1950 年代～ 1970 年代）























（ 4 ）1948 年 10 月 4 日に厚生省（現・厚生労働省）により出された児第 50 号本職通知。戦後，
里親制度の運営は同通知に従い行われてきたが，1987 年 10 月 31 日に発児第 138 号通知が
出されたことに伴い，廃止された。
（ 5 ）当時から途絶えることなく現在（2011 年 9 月末日）においても「京（みやこ）・ベビー
ハウス」として実施されている。利用料金は世帯の経済状況（A ～ D の 4 階層）により異
なり，さらに D 階層は所得税額により D1 ～ D9 の 9 段階に区分されている。例えば，年
額 15,000 円以上 45,000 円未満の所得税が課されている世帯が 3 歳未満の子どもを預ける






































３．住民参加型在宅福祉サービスの出現期（1980 年代初頭～ 1980 年代中頃）



















（ 8 ）1973 年当時の政府における福祉政策目標。具体的政策としては，老人医療費無料制度
の創設をはじめ，高額療養費制度の導入，年金給付水準の引き上げ等，社会福祉の充実を
めざそうとするもの。


















































































































































































































































5-1），全国社会福祉協議会［2009］によると 2008 年 12 月 1 日現在において，
法人格を有している参加型サービス団体のうち 50.4％が特定非営利活動法人と






5 ― 2 介護保険法（2000 年）











図表 5 ― 2　法人格の種類
（出所）全国社会福祉協議会［2009］

















図表 5 ― 3　2008 年度の収入内訳（割合）×類型別
（出所）全国社会福祉協議会［2009］
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